






































演出畠山由貴、観劇月一一月、札幌・ターミナルプラザことにパトス） 。ソープランドだったか、風俗店で働く女性たちの待機室が舞台。かつての劇団イナダ組「亀屋ミュージック劇場（ホール） 」と被ると思われるかもしれないが、風俗店で働く女性へのシ パシー一つとっても女性作家ならではの観察者にとど らない視点で、趣は大きく違う。それぞれに特色があり、面白 。その場を持って行ける怪優・棚田満に引きずられることなく、逆に彼の魅力を存分に引き出したのも手柄と言えるだろう。彼と阿部星来の言葉のほとんどない「会話 に胸を突かれる。畠山は一作ごとに成長が著し 公私ともに充実して一六年はいっそうの飛躍 期 する。▽札幌座「大海原で」
（作スワボミール・ムロジェック、











ケンズ、構成・演出清水友陽、一月、札幌・サンピアザ劇場） 。舞台中央に加え、前 出っ張 た左右の出舞台を有効に生かして時間と空間 違 を巧みに見せた。大河ドラマが大河ドラマとして壮大に確実に圧倒的に胸に迫る。かつて見て感動したな の舞台を思い出す。そうか、清水の仕事は戯曲では い「デピコパ」同様、カフカの一連の小説作品を構成・演出した松本修さん（ＭＯＤＥ主宰。札幌市出身）の仕事に似 いる とてもい、貴重で大切な仕事だ。こ 豊かで芳醇で贅沢なつくり、 プロセスを重視するつくりを今後もぜひとも大切に。▽ハムプロジェクト「幕末サムライヌー 」
（脚本・演

















イン内において小島達子がプロデュースす 企画） 「一二人の怒れる男」 （作レジナルド・ローズ、訳額田やえ子演出納谷真大、
八
月、札幌・コンカリーニョ、二〇一四







ルナー・ファスビンダー＝一九七一年初演、翻訳渋谷哲也、 演出弦巻啓太、 音楽斎藤歩＝歌詞は戯曲にある、 八月、シアタ Zー
OO、二〇一三年初演時選定済み） 。初演か
ら替わった年長者がさすがのいい持ち味を出した。初演に引き続き毒殺魔ゲーシェ役 宮田圭子。これほど魅惑的な悪女が板につくとは、たいへんに失礼ながら私の想定外であった。この役柄にこの役者と う存在を見られただけ 、北海道演劇の宝なのである。◇個人賞
　
目をつぶって、ぱっと思い浮かんだのが坂本




居の目利きが厳選した「よい舞台」を見ていただこうとすくう再演傑作揃いの演劇シーズン―。そうし イベントの役割分担も的確 軌道に乗りつつあるよ 思う。
私も微力ながら演劇ファンの一人として 札幌、北海
道の舞台芸術振興の一端を担って く所存だ。
今年もどうぞ劇評ブログ 「シアターホリック （演劇病） 」
をくれぐれもご贔屓に！
